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 要  旨 
文部科学省が平成 20 年に改訂を行った学習指導要領では，初等中等教育において統計内容の
充実が図られ，資料より収集したデータに基づき考え，判断する力の育成が重視されるようにな
った．また，この力を日常生活の問題解決の場面で活用することが有用であり，これらを含めた
教育が求められている．加えて，電子教科書の普及とともに電子教材の需要が高まるのは必然で
ある．本研究では，生徒に問題解決力の資質を習得させることを目的として，問題解決を取
り入れた統計授業の促進のために，教員と生徒に対して統計と問題解決の双方から支援を行うた
めのシステムを提案する． 
 
本システムは，WEB ブラウザ上で実装されておりスタンドアローンで機能する．統計に対し
て，生徒が集めたデータに基づき表・グラフ作成及びそれを用いた分析の支援を行う．また，問
題解決に対して，問題解決手順で必要となりうるステップやツールをユーザに提示することで支
援を行うとともに，導入，保守コストを考慮した運用が容易な学習環境を提供する． 
 
本システムについて，実際の問題解決事例での機能有効性，生徒が利用する際のユーザビリテ
ィ，導入と保守コストの 3 つの観点で考察を行った．機能の検討において，システムの上部に表
示されるナビゲーションを逐一確認することで必要なグラフの種類や分析の視点を導くことがで
き，また，データの層別やグラフの比較表示などで分析に必要な情報を表示させることができた． 
 
本システムでは，導入の容易化，操作の簡素化を図っており，端末やネットワーク環境によら
ず多くの環境で利用できることによって教員の負担を減らす．さらに，問題解決手順を学べると
ともにグラフ分析の支援を行うことで，作業の効率化を図ることができる．以上により，本シス
テムを利用することで，限られた授業時間においても問題解決を取り入れた統計教育を行うこと
が可能となる． 
 
今後，学校でのネットワーク環境が整えば，グループ活動での情報共有などの支援を行い，グ
ループでの議論において分析の視点を広げることができるとともに，コミュニケーション力の向
上につながることが期待できる． 
 
